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事
談

浦
島
子
伝

生
　
井

真
　
理
　
子

　
『
古
事
談
』
第
一
王
道
后
宮
の
第
二
話
は
い
わ
ゆ
る
浦
島
伝
説
で
あ
る
（
以

下
一
・
２
と
表
示
）
。
一
見
、
巻
名
に
そ
ぐ
わ
な
い
話
材
だ
が
、
そ
れ
は
伝
説

を
掲
載
す
る
と
捉
え
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
淳
和
天
皇
の
代
の
出
来
事
と
す
れ
ば
、

決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
も
、
単
純
に
淳
和
天
皇
の
代
に
起
き
た
出
来
事

と
し
て
も
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
伊
東
玉
美
氏
は
浦
島
子
の
記
事
が

第
一
王
道
后
宮
に
あ
る
理
由
を
、
「
『
古
事
談
』
が
浦
島
子
の
逸
話
を
怪
異
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

な
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
そ
れ
が
当
時
の
通
念
だ
っ
た
と
見
る
。
し
か

し
そ
れ
で
は
、
同
時
代
の
藤
原
俊
成
が
こ
の
「
怪
事
件
」
を
祝
歌
に
詠
み
込
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
事
は
意
外
に
複
雑
で
あ
る
。
本
稿
で
は
浦
島
伝
説

そ
の
も
の
を
追
う
の
で
は
な
く
、
浦
島
子
伝
承
が
作
品
中
に
ど
の
よ
う
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
『
古
事
談
』
と
い
う
世
界
を

明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
た
め
の
手
が
か
り
の
一
つ
と
し
た
い
。

三
百
年

　
一
・
２
の
構
造
を
見
る
と
、
前
半
（
Ａ
と
す
る
）
は
浦
島
子
の
帰
還
、
後
半

（
Ｂ
と
す
る
）
は
浦
島
子
の
仙
界
訪
問
で
、
そ
れ
を
結
び
っ
け
る
一
文
は
「
但

嶋
子
辞
郷
之
後
。
経
三
百
年
還
故
郷
。
其
容
顔
如
幼
童
云
々
。
此
事
」
の
但
し

書
き
で
あ
る
。
重
松
明
久
氏
の
よ
う
に
本
来
一
つ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
を
、

『
古
事
談
』
編
者
が
二
分
し
て
位
置
顛
倒
を
行
い
、
帰
還
部
分
を
強
調
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　

見
る
意
見
も
あ
る
が
、
雄
略
天
皇
廿
二
年
と
す
る
の
は
『
扶
桑
略
記
』
で
あ
っ

て
、
『
扶
桑
略
記
』
が
「
已
上
続
伝
略
抄
」
と
示
し
た
『
続
浦
島
子
伝
記
』
に

は
な
い
こ
と
、
そ
の
『
続
浦
島
子
伝
記
』
は
「
浦
島
子
者
」
と
始
ま
る
の
を

『
扶
桑
略
記
』
は
「
水
江
浦
島
子
」
と
始
め
る
こ
と
、
及
び
中
途
で
切
り
上
げ

る
部
分
が
『
古
事
談
』
は
『
扶
桑
略
記
』
と
一
致
す
る
こ
と
等
か
ら
、
『
古
事

談
』
後
半
Ｂ
伝
は
『
扶
桑
略
記
』
の
「
続
伝
略
抄
」
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
転
載
し

古
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て
い
る
と
見
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
『
古
事
談
』
Ａ
伝
に
酷
似
す
る

の
は
、
長
承
三
年
（
二
六
四
）
に
没
し
た
藤
原
範
兼
の
著
し
た
『
和
歌
童
蒙

抄
』
で
あ
る
。

　
同
書
第
二
巻
「
夏
夜
」
で
は
、
「
夏
夜
は
浦
島
の
子
が
箱
な
れ
や
」
の
歌
の

説
明
に
、
出
発
年
は
『
日
本
書
紀
』
雄
略
紀
廿
二
年
の
条
を
引
用
、
帰
郷
年
は

「
委
見
國
史
」
と
し
て
、
「
天
長
二
年
乙
巳
丹
後
國
余
佐
郡
人
水
江
浦
島
子
」
と

始
め
る
。
以
下
和
文
に
書
き
下
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
若
干
の
異
同
は
あ
る
が
、

『
古
事
談
』
Ａ
伝
と
元
を
同
じ
く
す
る
と
見
ら
れ
る
。
最
大
の
相
違
点
は
最
後

の
部
分
に
、

　
　
但
、
浦
島
子
か
へ
る
時
若
き
わ
ら
は
の
ご
と
し
。
箱
を
ひ
ら
い
て
後
老
大

　
　
す
み
や
か
に
至
り
て
行
歩
に
た
へ
ず
な
ん
有
け
る
。
彼
雄
略
天
皇
廿
二
年

　
　
よ
り
、
此
の
淳
和
天
皇
天
長
二
年
に
い
た
る
ま
で
三
百
四
十
八
年
と
い
ふ

　
　
に
か
へ
り
来
れ
り
。

と
す
る
の
を
、
『
古
事
談
』
Ａ
伝
は
次
の
よ
う
に
く
書
き
換
え
る
ｖ
。

　
　
但
嶋
子
辞
郷
之
後
。
経
三
百
年
還
故
郷
。
其
容
顔
如
幼
童
云
々
。

　
天
長
二
年
（
八
二
五
）
に
浦
島
子
が
帰
郷
し
た
と
い
う
の
は
、
『
水
鏡
』
や

『
和
歌
色
葉
』
も
簡
単
に
触
れ
て
お
り
、
『
古
事
談
』
編
者
生
存
当
時
に
流
布
し

た
説
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、
『
水
鏡
』
は
三
百
四
十
七
年
と
数
え
る
か

ら
、
『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
拠
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
年
数
の
差
が
計
算

法
の
相
違
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
『
水
鏡
』
は
『
古
事
談
』
や
『
和
歌
童
蒙
抄
』
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の
典
拠
と
な
っ
た
も
の
を
見
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
玉
厘
か
ら
立
ち
上
っ
た

紫
雲
が
〈
西
〉
に
た
な
び
く
と
書
か
れ
る
の
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
こ
の

三
書
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
で
は
、
『
和
歌
童
蒙
抄
』
が
「
委
見
國
史
」
と
引
用
し
た
「
國
史
」
は
何
で

　
　
　
　
◎

あ
っ
た
の
か
。
ま
ず
は
散
逸
し
て
現
在
伝
わ
ら
な
い
『
日
本
後
紀
』
天
長
二
年

の
条
が
想
起
さ
れ
る
。
た
だ
、
『
日
本
後
紀
』
に
天
長
二
年
と
あ
り
な
が
ら
、

官
撰
の
『
丹
後
風
土
記
』
逸
文
が
雄
略
天
皇
の
時
代
か
ら
「
三
百
余
年
」
後
に

帰
郷
と
し
、
『
和
歌
童
蒙
抄
』
が
第
六
の
「
玉
厘
」
の
項
で
引
用
す
る
延
喜
三

年
（
九
〇
三
）
の
『
浦
島
子
伝
』
、
延
喜
二
十
年
（
九
二
〇
）
と
記
載
す
る

『
続
浦
島
子
伝
記
』
が
「
齢
過
三
百
歳
」
と
す
る
の
は
、
そ
の
長
さ
を
強
調
し

た
い
心
理
か
ら
考
え
る
と
、
実
質
三
百
五
十
年
近
い
歳
月
の
表
現
と
は
少
々
か

み
合
わ
な
い
。
『
日
本
紀
略
』
が
『
日
本
書
紀
』
か
ら
雄
略
天
皇
廿
二
年
の
浦

島
子
出
発
の
記
事
は
抄
出
し
な
が
ら
、
『
日
本
後
記
』
か
ら
抄
出
す
る
部
分
で

浦
島
子
に
は
触
れ
な
い
と
い
う
の
も
不
審
で
あ
る
。

　
ま
た
、
別
の
意
味
で
十
二
世
紀
初
頭
頃
の
成
立
と
見
ら
れ
る
『
扶
桑
略
記
』

の
記
事
も
疑
問
が
残
る
。
『
扶
桑
略
記
』
は
雄
略
廿
二
年
七
月
の
項
に
、
二
種

の
浦
島
子
伝
承
を
掲
げ
た
。
最
初
に
書
か
れ
る
の
が
典
拠
を
明
ら
か
に
し
な
い

丹
後
国
余
社
郡
の
浦
島
子
伝
承
（
Ｃ
と
す
る
）
で
あ
り
、
次
に
「
続
伝
略
抄
」

と
し
て
『
続
浦
島
子
伝
記
』
を
抄
出
し
て
付
加
す
る
（
Ｄ
と
す
る
）
。
浦
島
子

の
故
郷
が
丹
後
と
住
吉
の
二
系
統
の
伝
承
が
あ
る
こ
と
へ
の
配
慮
だ
ろ
う
。
そ



こ
で
は
、
ど
ち
ら
も
帰
郷
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
筆
を
止
め
て
お
り
、

『
続
浦
島
子
伝
記
』
の
「
齢
過
三
百
歳
」
と
い
う
記
事
は
省
い
て
い
る
。
こ
れ

は
、
後
巻
の
ど
こ
か
で
帰
郷
し
て
か
ら
の
部
分
を
入
れ
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
ら

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
天
長
二
年
で
あ
れ
ば
、
「
齢
過
三
百
歳
」
を
切

り
捨
て
る
理
由
も
判
然
と
す
る
。
天
長
二
年
は
雄
略
廿
二
年
か
ら
数
え
て
足
掛

け
三
百
四
十
八
年
と
な
り
、
表
現
に
無
理
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
天
長
二
年

の
巻
は
今
は
散
失
し
て
伝
わ
ら
な
い
が
、
『
水
鏡
』
が
『
扶
桑
略
記
』
を
抄
出
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し
て
和
文
化
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
や
、
『
古
事
談
』
が
一
・
２
の
Ｂ
伝
を

『
扶
桑
略
記
』
Ｄ
伝
か
ら
取
っ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
、
『
扶
桑
略
記
』

の
Ｃ
伝
の
残
部
が
『
古
事
談
』
一
・
２
の
Ａ
伝
の
可
能
性
も
あ
る
。
Ａ
伝
が

「
丹
後
國
余
社
郡
人
水
江
浦
島
子
」
と
始
ま
る
の
が
Ｃ
伝
と
全
く
同
じ
表
現
で

あ
る
こ
と
、
帰
郷
し
て
か
ら
の
展
開
部
分
に
相
当
す
る
と
見
て
も
齪
鯖
し
な
い

こ
と
か
ら
、
Ａ
伝
が
Ｃ
伝
の
残
部
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
そ
し
て
、
こ

の
『
扶
桑
略
記
』
の
記
事
か
、
あ
る
い
は
そ
の
原
資
料
が
『
水
鏡
』
や
『
和
歌

童
蒙
抄
』
の
天
長
二
年
説
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
こ
の
憶
測
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
に
入

れ
る
と
、
『
古
事
談
』
で
は
「
但
嶋
子
辞
郷
之
後
。
経
三
百
年
還
故
郷
」
の
文

が
「
其
容
顔
如
幼
童
」
の
前
に
存
在
す
る
意
味
が
見
え
て
く
る
。
『
古
事
談
』

編
者
は
『
続
浦
島
子
伝
記
』
の
記
事
は
『
扶
桑
略
記
』
か
ら
取
っ
た
が
、
『
和

歌
童
蒙
抄
』
や
『
続
浦
島
子
伝
記
』
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
三
百
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年
と
い
う
数
字
が
そ
れ
を
物
語
る
。
歌
作
の
人
で
あ
っ
た
『
古
事
談
』
編
者
源

顕
兼
が
、
『
和
歌
童
蒙
抄
』
や
後
鳥
羽
院
に
奉
ら
れ
た
『
和
歌
色
葉
』
の
内
容

に
関
心
を
持
っ
て
い
て
当
然
だ
ろ
う
。
『
和
歌
童
蒙
抄
』
は
第
二
巻
で
は
天
長

二
年
説
を
紹
介
し
な
が
ら
、
第
六
巻
の
「
玉
厘
」
の
項
で
は
延
喜
三
年
の
『
浦

島
子
伝
』
の
歌
を
引
い
て
「
よ
は
い
三
百
歳
に
過
た
れ
ど
形
若
し
」
と
書
く
。

「
四
条
大
納
言
抄
に
、
浦
島
子
は
雄
略
天
皇
の
時
の
人
也
」
と
繰
り
返
し
つ
つ

も
、
こ
こ
で
は
天
長
二
年
帰
郷
の
記
事
は
記
さ
な
い
。
三
百
四
十
八
年
で
も
三

百
才
以
上
で
は
あ
る
が
、
ど
こ
か
不
自
然
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
古
事
談
』

編
者
は
ま
ず
天
長
二
年
に
浦
島
子
が
帰
郷
し
た
と
言
う
伝
承
Ａ
を
示
す
。
当
時

歌
学
の
世
界
で
は
話
題
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
説
の
根
拠
の
伝
承
で
あ
り
、

『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
出
て
く
る
順
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
『
和
歌
童
蒙
抄
』
第
六

巻
に
も
触
れ
て
い
る
『
浦
島
子
伝
』
で
は
「
齢
過
三
百
歳
」
の
は
ず
で
す
ぞ
。

「
幼
童
」
の
よ
う
に
若
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
約
三
百
年
に
な
る
は
ず
だ
。
そ
れ

な
ら
ば
、
出
発
し
た
の
が
雄
略
廿
二
年
で
は
計
算
が
合
わ
な
い
で
は
な
い
か
と
、

次
に
Ｂ
Ｈ
Ｄ
の
伝
承
を
掲
示
し
て
天
長
二
年
説
の
齪
鯖
を
突
い
て
み
せ
る
の
で

あ
る
。
何
故
こ
の
時
に
Ｃ
伝
を
『
扶
桑
略
記
』
か
ら
採
録
し
な
か
っ
た
か
と
い

え
ば
、
お
そ
ら
く
そ
こ
に
は
三
百
年
と
い
う
数
字
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、

ま
た
、
『
続
浦
島
子
伝
記
』
そ
の
も
の
を
抄
出
せ
ず
、
『
扶
桑
略
記
』
か
ら
わ
ざ

わ
ざ
取
っ
た
理
由
は
『
続
浦
島
子
伝
記
』
に
は
雄
略
廿
二
年
七
月
に
出
発
と
書

か
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



古
事
談

二
、
重
複

　
『
古
事
談
』
は
説
話
の
中
に
編
者
の
個
人
的
な
意
見
や
感
想
は
ほ
と
ん
ど
入

れ
な
い
。
付
け
合
い
式
に
伝
承
に
伝
承
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
編
者
の
批

評
や
意
思
表
示
が
な
さ
れ
る
方
式
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
伝
承
を
批
判

す
る
場
合
は
そ
の
異
伝
を
以
て
先
の
伝
承
を
否
定
的
に
扱
う
と
い
う
の
も
一
つ

の
方
法
と
な
る
。
『
古
事
談
』
に
は
あ
る
事
件
に
関
し
て
異
な
る
伝
承
が
重
複

し
て
い
る
箇
所
が
、
ま
ま
見
ら
れ
る
の
は
そ
の
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
『
古
事

談
』
に
お
い
て
は
異
伝
の
並
列
は
単
に
二
つ
の
伝
承
が
あ
る
こ
と
の
紹
介
で
は

な
い
。
必
ず
、
後
続
の
異
伝
が
先
行
の
伝
承
を
凌
駕
し
、
次
話
に
連
接
す
る
関

係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
読
む
順
１
１
語
る
順
で
言
え
ば
、
こ
う
い
う
伝
承
が
あ

る
、
し
か
し
こ
の
よ
う
に
他
で
は
伝
え
て
い
る
と
表
さ
れ
れ
ば
、
読
者
は
先
行

の
伝
承
を
批
判
的
に
見
る
よ
う
に
心
理
操
作
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
浦
島
子
伝

説
の
場
合
は
た
ま
た
ま
話
が
分
断
さ
れ
て
順
が
逆
転
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見

え
る
た
め
に
、
単
純
に
帰
還
の
部
分
を
強
調
し
て
い
る
と
錯
覚
さ
れ
や
す
い
が
、

や
は
り
異
伝
の
重
複
な
の
で
あ
る
。
だ
が
、
『
古
事
談
』
編
者
の
目
的
は
天
長

二
年
帰
郷
説
の
批
判
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
前
後
の
話
と
の
連
関
で
浦
島
子
伝

承
は
意
外
な
働
き
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
構
造
が
複
雑
な
た
め
に
、
ま
ず
、
異

伝
の
重
複
が
典
型
的
に
表
れ
て
い
る
第
五
神
社
仏
寺
の
巻
の
第
二
七
話
で
『
古
事

談
』
の
配
列
の
構
造
を
お
さ
え
て
お
き
た
い
。
こ
の
話
も
ま
た
、
実
は
藤
原
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

や
興
福
寺
に
対
す
る
編
者
の
視
線
と
い
う
意
味
で
浦
島
子
伝
承
の
場
合
と
共
通

す
る
面
が
あ
り
、
前
後
の
話
と
の
関
連
で
『
古
事
談
』
の
配
列
に
秘
め
ら
れ
た

意
図
が
む
し
ろ
わ
か
り
や
す
い
部
分
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
五
・
２
７
は
長
谷
寺
の
有
名
な
十
一
面
観
音
像
に
関
し
て
で
、
第
一
伝
に
は

「
縁
起
」
、
第
二
伝
に
は
「
為
憲
記
」
（
１
１
『
三
宝
絵
』
）
か
ら
引
用
し
た
「
徳
道

縁
起
文
」
か
ら
の
抄
出
が
並
ぶ
。
『
扶
桑
略
記
』
の
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
三

月
三
十
日
の
記
事
と
全
く
同
じ
構
成
で
、
文
章
は
『
扶
桑
略
記
』
を
再
略
抄
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
と
思
わ
れ
る
（
年
代
と
日
付
け
は
異
な
る
）
。
『
扶
桑
略
記
』
の
編
者
に
と
っ

て
は
異
伝
の
並
置
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
『
古
事
談
』
世
界
に
お
い
て
は
配
置

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
ま
ず
、
第
一
伝
の
「
縁
起
」
に
よ
る
と
、
近

江
の
国
か
ら
流
出
し
た
「
露
震
木
」
は
い
た
る
所
で
疫
疾
を
起
こ
し
、
道
明
と

徳
道
が
こ
の
木
で
仏
像
を
作
ろ
う
と
す
る
が
果
た
せ
ず
、
藤
原
房
前
が
天
皇
に

奏
上
し
て
造
料
を
賜
り
、
十
一
面
観
音
菩
薩
像
一
体
を
完
成
さ
せ
て
神
亀
二
年

（
七
二
五
）
に
供
養
、
導
師
は
行
基
で
あ
っ
た
。
観
音
像
を
安
置
す
る
場
所
１
１

台
座
の
石
と
観
音
堂
の
方
は
「
雷
公
降
臨
。
破
作
方
八
尺
盤
石
。
令
為
其
座

実
」
と
あ
っ
て
、
雷
公
信
仰
と
結
び
つ
く
霊
木
で
造
ら
れ
た
神
秘
の
仏
像
の
由

来
と
藤
原
房
前
の
功
績
が
特
徴
で
あ
る
。
だ
が
、
第
二
伝
「
徳
道
縁
起
文
」
で

は
「
露
震
木
」
で
は
な
く
、
洪
水
で
流
出
し
た
「
橋
木
」
で
あ
り
、
崇
り
を
な

し
て
疫
病
を
起
こ
す
。
こ
の
霊
木
を
仏
像
と
し
よ
う
と
し
て
果
た
せ
ず
、
徳
道

が
無
力
を
嘆
い
て
霊
木
に
祈
願
す
る
と
、
藤
原
房
前
に
対
し
て
突
如
天
皇
か
ら



繍
旨
が
下
さ
れ
て
、
観
音
像
は
完
成
し
た
。
徳
道
は
ま
た
夢
に
神
人
の
教
え
を

受
け
、
北
峰
か
ら
「
方
八
尺
盤
石
」
を
掘
り
出
し
、
こ
の
石
の
上
に
観
音
像
を

安
置
し
た
と
い
う
。
こ
の
話
か
ら
す
る
と
、
藤
原
房
前
は
天
皇
の
命
に
従
っ
た

ま
で
で
（
同
系
統
の
伝
承
を
引
く
『
今
昔
物
語
集
』
で
も
「
飯
高
ノ
天
皇
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

然
ラ
此
事
ヲ
聞
シ
食
テ
、
恩
ヲ
垂
給
フ
」
と
す
る
）
、
徳
道
の
祈
り
は
不
思
議

に
も
天
皇
に
直
接
届
い
た
こ
と
に
な
り
、
供
養
す
る
行
基
の
登
場
は
な
い
。
こ

の
二
つ
の
伝
承
が
眼
前
に
並
べ
ら
れ
た
場
合
、
歴
史
的
事
実
は
と
も
か
く
、
こ

と
の
信
糧
性
は
当
然
仏
像
を
造
っ
た
徳
道
自
身
が
書
い
た
「
徳
道
縁
起
文
」
に

分
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
第
二
伝
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
の
は
、
藤
原
房
前
と

行
基
た
ち
の
功
績
で
あ
る
。

　
藤
原
房
前
の
功
績
を
否
定
す
る
の
は
、
こ
の
話
に
次
の
五
・
２
８
を
『
古
事

談
』
編
者
が
付
け
た
こ
と
で
一
層
判
然
と
す
る
。
五
・
２
８
は
孝
謙
天
皇
が
西
大

寺
を
建
立
し
よ
う
と
し
た
時
に
、
藤
原
永
手
は
「
国
土
之
費
」
と
な
る
こ
と
を

諌
め
て
、
八
角
七
重
の
予
定
を
四
角
五
重
に
さ
せ
た
た
め
に
、
冥
途
で
「
抱
焼

銅
柱
」
と
い
う
苦
を
受
け
て
い
た
の
が
、
永
手
の
子
家
頼
の
病
気
の
た
め
に
焚

い
た
香
の
煙
が
冥
途
ま
で
届
き
、
閻
魔
王
に
許
さ
れ
た
と
い
う
も
の
。
永
手
は

前
話
に
登
場
し
た
藤
原
房
前
の
子
で
あ
る
。
家
頼
の
病
気
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、

房
前
・
麻
呂
・
武
智
麻
呂
・
宇
合
の
藤
原
四
兄
弟
が
天
平
九
年
（
七
三
七
）
に

天
然
痘
の
大
流
行
の
中
で
次
々
と
没
し
た
こ
と
で
あ
る
。
五
・
２
７
の
第
二
伝

「
徳
道
縁
起
文
」
で
は
霊
木
の
崇
り
の
面
が
第
一
伝
「
縁
起
」
よ
り
も
は
る
か

　
　
　
　
　
古
事
談

に
強
く
描
か
れ
る
。
し
か
も
、
疫
病
の
流
行
を
引
き
起
こ
す
ほ
ど
の
強
い
霊
力

を
持
っ
木
で
作
ら
れ
た
仏
像
に
、
天
皇
の
命
を
受
け
た
房
前
は
観
音
像
を
安
置

す
る
台
座
と
堂
を
用
意
し
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
読
め
る
。
伝
承
そ
の
も
の
は

本
来
仏
像
だ
け
で
な
く
、
仏
像
を
立
て
る
石
の
台
と
、
あ
る
い
は
険
し
い
山
中

に
観
音
堂
を
建
て
る
平
地
出
現
と
い
う
場
所
そ
の
も
の
に
ま
で
も
神
秘
性
を
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

た
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
読
み
よ
う
に
よ
っ
て
は
房
前

が
観
音
堂
を
永
手
の
よ
う
に
〈
倹
約
〉
し
た
と
も
取
れ
よ
う
。
「
怒
り
を
な
し

た
霊
像
の
崇
り
で
房
前
た
ち
は
疫
病
に
か
か
っ
て
死
ん
だ
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
椰
楡
が
付
け
合
い
の
中
に
ほ
の
見
え
る
。

　
長
承
三
年
（
二
三
四
）
の
成
立
と
さ
れ
る
『
東
大
寺
要
録
』
第
六
巻
末
寺

章
第
九
の
長
谷
寺
の
項
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
長
谷
寺
は
東
大
寺
の
末
寺
で
あ

っ
た
の
を
、
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
に
興
福
寺
の
平
伝
律
師
が
「
横
押
取
」
を

し
た
と
い
う
。
長
谷
寺
創
建
当
時
の
真
相
は
今
は
措
く
と
し
て
、
あ
る
時
期
か

ら
東
大
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
の
が
、
十
世
紀
末
か
ら
藤
原
氏
の
氏
寺
で
あ
る
興

福
寺
の
末
寺
へ
と
転
換
し
た
。
そ
れ
は
当
然
縁
起
の
内
容
に
も
反
映
し
て
、
第

一
伝
の
「
縁
起
」
の
よ
う
に
、
藤
原
房
前
が
い
か
に
も
長
谷
寺
建
立
の
外
護
者

で
あ
る
か
の
よ
う
な
、
寺
史
の
改
寮
の
疑
い
を
持
た
せ
る
。
興
福
寺
の
僧
実
叡

の
著
と
さ
れ
、
『
古
事
談
』
に
も
話
材
を
提
供
し
た
と
見
ら
れ
る
『
建
久
御
巡

礼
記
』
で
も
、
房
前
が
徳
道
の
願
い
を
知
っ
て
造
像
に
協
力
、
「
自
其
、
此
寺

ニ
ハ
特
藤
氏
奉
祝
、
奮
古
宇
治
殿
。
近
松
殿
。
参
マ
ィ
ラ
セ
給
ヘ
ル
、
佐
保
殿
跡
追
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
　
　
古
事
談

ヘ
ル
ナ
ル
ベ
シ
」
と
記
し
て
、
藤
原
氏
と
の
関
係
を
強
調
す
る
。
興
福
寺
側
の

主
張
と
東
大
寺
側
の
主
張
が
、
そ
の
ま
ま
『
古
事
談
』
の
第
一
伝
と
第
二
伝
に

反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
れ
ば
、
『
古
事
談
』
編
者
は
明
ら
か
に
東
大
寺
派
で
あ

る
。
母
は
石
清
水
八
幡
別
当
紀
光
清
女
、
父
は
村
上
源
氏
で
あ
る
源
顕
兼
に
と

っ
て
、
東
大
寺
が
勅
願
の
寺
で
あ
り
、
八
幡
神
が
そ
の
鎮
守
神
で
あ
る
か
ら
に

は
、
興
福
寺
側
の
伝
承
世
界
に
お
け
る
侵
犯
１
－
縁
起
の
改
寮
と
見
な
さ
れ
る
部

分
に
敏
感
に
反
応
す
る
。

　
源
顕
兼
の
辛
辣
な
戯
れ
の
矛
先
は
興
福
寺
と
同
じ
法
相
宗
で
あ
る
行
基
に
対

し
て
も
向
け
ら
れ
る
。
第
一
伝
の
「
縁
起
文
」
抄
出
で
は
行
基
が
供
養
の
導
師

と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
が
、
「
徳
道
縁
起
文
」
に
は
行
基
は
登
場
し
な
い
。

こ
の
第
一
伝
の
「
行
基
の
供
養
」
と
、
第
二
伝
の
「
洪
水
に
よ
る
橋
木
流
出
」

と
い
う
語
句
で
結
び
つ
く
伝
承
と
い
え
ば
、
『
古
事
談
』
第
三
僧
行
の
第
４
話

の
　
　
神
亀
元
年
行
基
菩
薩
造
山
崎
橋
。
造
了
後
菩
薩
橋
上
大
設
法
會
。
而
俄
洪

　
　
水
出
來
橋
流
了
。
人
多
死
。

と
い
う
記
事
で
あ
る
。
そ
の
前
に
あ
る
三
・
３
は
東
大
寺
大
仏
開
眼
供
養
に
ま

つ
わ
る
伝
承
の
集
成
で
、
主
と
し
て
、
行
基
が
「
異
國
聖
者
」
婆
羅
門
僧
正
の

渡
来
を
予
言
し
て
、
開
眼
の
導
師
を
辞
退
し
た
こ
と
と
、
東
大
寺
の
初
代
別
当

で
あ
る
良
弁
僧
正
が
若
い
時
に
金
鐘
行
者
と
い
う
名
で
あ
っ
た
頃
、
寺
の
建
立

を
願
う
思
い
が
聖
武
天
皇
に
届
き
、
東
大
寺
創
建
の
契
機
と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

ド
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
に
『
古
事
談
』
編
者
が
『
扶
桑
略
記
』
か
ら
抜
き
出

　
　
　
　
　
　
＠

し
た
と
お
ぼ
し
い
、
先
述
の
三
・
４
の
一
文
を
付
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
行
基

の
神
通
力
の
否
定
と
彼
の
死
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。
続
く
三
・
５
は
行
基
の
臨

終
の
場
面
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
行
基
は
天
平
二
十
一
年
（
七
四

九
）
二
月
二
日
に
没
し
て
お
り
、
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
の
開
眼
供
養
に

参
加
で
き
よ
う
は
ず
が
な
い
。
そ
の
矛
盾
を
行
基
が
導
師
と
な
っ
た
法
会
で
死

者
を
出
す
と
い
う
不
吉
な
事
件
で
表
す
と
こ
ろ
に
、
戯
れ
た
皮
肉
が
あ
る
。
寺

の
創
建
に
行
基
を
窓
意
的
に
参
入
さ
せ
、
そ
の
功
績
を
調
っ
て
、
寺
と
行
基
相

互
の
権
威
化
を
図
る
伝
承
に
対
す
る
、
知
戯
的
な
批
判
の
構
造
は
、
五
・
２
６
と

五
・
２
７
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
長
谷
寺
観
音
像
の
話
の
前
に
位
置
す
る
の
は
、

東
大
寺
大
仏
造
像
と
大
仏
に
塗
る
黄
金
産
出
の
話
五
・
２
６
な
の
で
あ
る
。
陸
奥

国
か
ら
の
黄
金
献
上
に
ま
っ
わ
る
伝
承
と
い
え
ば
、
日
本
国
内
か
ら
黄
金
産
出

が
あ
る
と
い
う
宇
佐
八
幡
の
託
宣
と
、
良
弁
に
聖
武
天
皇
が
蔵
王
権
現
に
祈
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

さ
せ
た
と
こ
ろ
陸
奥
国
か
ら
黄
金
献
上
が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
こ
こ
に
行

基
の
関
与
は
な
い
。
そ
こ
へ
後
続
話
の
五
・
２
７
の
第
一
伝
に
行
基
が
法
会
の
導

師
と
な
っ
た
話
が
あ
っ
て
、
第
二
伝
に
洪
水
で
流
出
し
た
「
橋
木
」
が
登
場
す

れ
ば
、
す
で
に
第
三
僧
行
の
巻
を
読
ん
で
い
る
読
者
は
、
山
崎
橋
の
一
件
を
思

い
出
す
こ
と
に
な
り
、
『
扶
桑
略
記
』
の
編
者
に
は
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
効

果
を
発
揮
し
つ
つ
、
長
谷
寺
創
建
に
も
同
じ
く
行
基
の
関
与
は
な
か
っ
た
こ
と

を
、
編
者
は
ほ
の
め
か
せ
る
の
で
あ
る
。



　
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
視
野
を
広
げ
て
、
五
・
２
４
か
ら
五
・
２
７
ま
で
の
流
れ
を
大

き
く
見
て
み
た
い
。

　
　
五
・
２
４
「
室
生
龍
穴
事
」
　
　
　
　
　
地
中
か
ら
龍
王
が
上
半
身
を
現
す

　
　
五
・
２
５
「
聖
徳
太
子
未
来
記
事
」
　
　
聖
徳
太
子
の
御
廟
近
辺
か
ら
筥
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掘
り
出
す

　
　
五
・
２
６
「
東
大
寺
大
仏
事
」
　
　
　
　
陸
奥
国
か
ら
黄
金
を
掘
り
出
す

　
　
五
・
２
７
「
長
谷
寺
観
音
事
」
　
　
　
　
山
中
か
ら
「
方
八
尺
大
面
石
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掘
り
出
す

と
ま
と
め
て
み
る
と
、
室
生
寺
の
後
の
三
話
は
す
べ
て
〈
掘
り
出
す
〉
モ
チ
ー

フ
で
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
室
生
寺
↓
聖
徳
太
子
の
未
来
記
を
掘
り
出
す
↓

東
大
寺
建
立
と
い
う
展
開
に
は
、
背
後
に
ど
う
や
ら
建
久
二
年
二
一
九
一
）

の
「
室
生
寺
仏
舎
利
盗
掘
事
件
」
が
意
識
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
こ
の
事
件
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

つ
い
て
は
五
味
文
彦
氏
の
『
大
仏
再
建
』
に
詳
し
い
が
、
『
玉
葉
』
と
『
吾
妻

鏡
』
の
記
事
を
も
と
に
簡
略
に
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
重
源
と
空
諦
が
興

福
寺
の
末
寺
で
あ
る
室
生
寺
か
ら
舎
利
を
盗
掘
、
怒
っ
た
興
福
寺
僧
は
実
力
行

使
も
辞
さ
な
い
と
訴
え
る
が
、
重
源
は
後
白
河
法
皇
た
ち
に
舎
利
を
献
上
、
経

文
と
未
来
記
を
読
み
聞
か
せ
て
、
こ
れ
を
「
信
解
」
し
た
ら
し
い
後
白
河
法
皇

は
、
重
源
な
し
に
東
大
寺
の
再
建
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
大
義
名
分
の
も
と

に
、
重
源
た
ち
は
免
罪
と
い
う
院
宣
を
出
し
た
と
い
う
。
こ
の
事
件
に
は
後
自

河
法
皇
の
近
臣
で
あ
り
、
『
古
事
談
』
編
者
源
顕
兼
の
岳
父
で
も
あ
っ
た
高
階

　
　
　
　
　
古
事
談

泰
経
も
少
々
関
与
し
て
お
り
、
顕
兼
は
時
に
三
十
二
才
、
『
公
卿
補
任
』
に
よ

れ
ば
従
四
位
下
の
左
兵
衛
佐
で
あ
っ
た
。
興
福
寺
に
し
て
み
れ
ば
東
大
寺
か
ら

苦
杯
を
な
め
さ
せ
ら
れ
た
格
好
に
な
り
、
時
の
摂
政
九
条
兼
実
も
納
得
し
が
た

い
気
分
を
引
き
ず
っ
た
事
件
だ
っ
た
が
、
顕
兼
に
は
痛
快
事
だ
っ
た
か
も
知
れ

な
い
。
紀
氏
出
身
の
東
大
寺
勧
進
上
人
重
源
の
外
護
者
の
一
人
に
は
村
上
源
氏

　
　
　
　
　
＠

の
師
行
が
お
り
、
石
清
水
八
幡
も
東
大
寺
大
仏
再
建
成
就
の
祈
願
の
対
象
と
な

っ
た
な
ど
、
東
大
寺
大
仏
再
建
は
顕
兼
に
は
強
い
関
心
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ

う
し
、
遠
い
古
代
の
歴
史
が
現
実
と
重
な
っ
て
繰
り
返
し
説
か
れ
る
時
期
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
平
氏
の
焼
き
打
ち
に
よ
っ
て
同
じ
く
灰
塵
と
帰
し
た
興
福

寺
も
再
興
の
最
中
で
あ
り
、
両
寺
の
復
興
は
天
皇
家
・
王
孫
と
藤
原
氏
の
競
合

関
係
と
い
う
視
点
で
見
る
事
も
で
き
る
。

　
五
・
２
５
に
お
け
る
「
聖
徳
太
子
未
来
記
」
発
掘
は
、
天
喜
元
年
（
一
〇
五

三
）
八
月
の
で
き
ご
と
で
、
同
年
の
三
月
に
関
白
藤
原
頼
通
が
平
等
院
阿
弥
陀

堂
を
供
養
し
た
後
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
頼
通
に
迎
合
し
た
程
造
の
感
が

あ
る
。
『
古
事
談
』
編
者
も
こ
の
点
を
意
識
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
次
に

対
抗
す
る
が
ご
と
く
五
・
２
６
「
東
大
寺
大
仏
事
」
を
持
っ
て
く
る
。
東
大
寺
に

は
聖
武
天
皇
に
も
ま
た
聖
徳
太
子
に
関
わ
る
伝
承
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
『
東

大
寺
要
録
』
に
は
「
私
云
」
と
し
て
、
救
世
観
音
１
－
聖
徳
太
子
１
－
聖
武
天
皇
と

い
う
説
が
あ
り
、
「
毫
奮
云
」
と
し
て
聖
徳
太
子
が
没
後
に
再
び
聖
武
天
皇
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

生
ま
れ
て
東
大
寺
を
建
て
る
こ
と
を
予
言
し
た
と
も
言
う
。
こ
の
東
大
寺
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
古
事
談

張
か
ら
す
れ
ば
東
大
寺
の
大
仏
は
聖
徳
太
子
が
造
っ
た
も
同
然
で
、
こ
れ
を
念

頭
に
置
け
ば
、
聖
徳
太
子
の
予
言
に
適
応
す
る
と
い
う
頼
通
の
平
等
院
建
立
な

ど
何
だ
、
こ
ち
ら
は
聖
徳
太
子
の
後
身
が
建
て
た
の
だ
ぞ
と
い
う
連
繋
に
な
ろ

う
。
『
古
事
談
』
第
五
神
社
仏
寺
に
は
興
福
寺
も
春
日
社
も
話
題
と
し
て
は
ま

っ
た
く
登
場
し
な
い
が
、
無
視
し
た
の
で
は
な
く
、
き
わ
め
て
意
識
さ
れ
た
存

在
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
伝
承
の
選
択
と
配
列
に
あ
ぶ
り
出
さ
れ
る
天
皇
家

対
藤
原
氏
の
構
図
は
、
『
古
事
談
』
の
中
で
き
わ
め
て
大
き
な
位
置
を
占
め
、

東
大
寺
対
興
福
寺
も
ま
た
そ
の
構
図
の
上
に
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。
五
・

２
７
「
長
谷
寺
観
音
事
」
の
二
つ
の
伝
承
の
〈
並
置
〉
も
、
そ
の
よ
う
な
構
図
の

中
で
読
ま
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　
以
上
、
長
谷
寺
観
音
の
例
を
通
じ
て
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
『
古
事
談
』
の

配
列
の
仕
組
み
は
、
後
続
話
が
前
話
に
対
し
て
編
者
の
コ
メ
ン
ト
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
、
近
過
去
を
含
む
「
今
」
と
「
昔
」
が
重
層
的
に
交
錯
し
て
い
る
こ

と
、
異
伝
の
並
置
が
な
さ
れ
る
話
も
ま
た
そ
の
法
則
の
下
に
あ
る
こ
と
で
、
図

式
化
す
る
と
Ｘ
↑
〔
Ｙ
↑
Ｙ
〕
↑
Ｚ
の
関
係
に
な
る
だ
ろ
う
。
一
・
２
の
浦
島
子

伝
承
の
場
合
も
同
じ
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
前
後
の
話
の
関
連
で
見
れ
ば
、
や

は
り
天
皇
家
対
藤
原
氏
の
構
図
が
あ
る
。

三
、
長
寿

・
１
か
ら
一

・
３
ま
で
の
各
話
の
関
係
を
整
理
す
る
と
上
図
の
よ
う
に
な

一
・
１
　
光
仁
の
即
位

（
光
仁
）
　
↓
　
（
百
川
）

一
・
２
前
半
Ａ
伝

（
淳
和
）
　
浦
島
子
の
帰
郷

　
　
　
　
和
歌
童
蒙
抄
第
二
巻
説

　
　
　
　
↓

一
・
２
後
半
Ｂ
伝
（
雄
略
）

　
　
　
　
浦
島
子
の
仙
界
訪
問

（
仁
明
）
　
続
浦
島
子
伝
記

（
文
徳
）
　
↓
　
（
良
房
）

一
・
３
　
惟
仁
親
王
の
立
太
子

　
　
　
　
　
　
八

る
。
話
の
流
れ
か
ら
捉
え
る
と
、
一
・

１
は
称
徳
天
皇
の
死
と
光
仁
天
皇
の
即

位
、
一
・
２
は
浦
島
子
伝
承
、
一
・
３

は
惟
仁
親
王
（
清
和
天
皇
）
の
立
太
子

の
話
で
、
一
・
ー
の
光
仁
の
代
か
ら
一

挙
に
桓
武
・
平
城
・
嵯
峨
の
三
代
を
跳

び
越
え
て
一
・
２
の
淳
和
の
代
に
至
り
、

ま
た
仁
明
の
代
を
飛
ば
し
て
一
・
３
の

文
徳
の
代
の
話
題
と
な
る
と
い
う
具
合

で
、
後
の
展
開
が
村
上
・
崇
徳
以
外
は
各
代
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見

る
と
異
例
で
あ
る
。
一
・
２
に
浦
島
子
が
登
場
す
る
の
は
、
ま
ず
一
つ
に
は
浦

島
子
が
時
の
流
れ
を
跳
び
越
え
て
現
れ
る
こ
と
に
掛
け
た
戯
れ
の
意
味
が
あ
る

だ
ろ
う
。
『
和
歌
童
蒙
抄
』
第
二
巻
の
天
長
二
年
説
を
引
い
た
「
夏
夜
は
浦
嶋

の
子
が
箱
な
れ
や
　
は
か
な
く
明
て
悔
し
か
る
ら
ん
」
の
歌
が
、
早
い
時
の
流

れ
を
示
し
て
こ
こ
で
生
き
て
く
る
。
さ
ら
に
、
『
古
事
談
』
編
者
が
「
但
嶋
子

辞
郷
之
後
。
経
三
百
年
還
故
郷
」
と
〈
指
摘
〉
す
る
こ
と
に
時
問
の
流
れ
を
合

わ
せ
る
と
、
雄
略
天
皇
二
十
二
年
か
ら
三
百
年
後
は
、
一
・
１
に
登
場
す
る
光

仁
天
皇
の
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
に
当
た
る
の
で
あ
る
。

　
光
仁
天
皇
は
天
智
天
皇
の
孫
。
称
徳
天
皇
の
死
で
天
武
皇
統
は
絶
え
、
一
代

の
断
絶
を
経
て
天
智
皇
統
が
復
活
、
彼
は
平
安
京
の
王
た
ち
の
直
接
的
な
始
祖



に
当
た
る
。
村
上
源
氏
の
『
古
事
談
』
編
者
に
と
っ
て
も
先
祖
で
あ
る
。
淳
仁

天
皇
の
廃
帝
の
経
緯
や
不
祥
事
と
も
い
う
べ
き
称
徳
天
皇
の
奇
怪
な
死
因
を
語

っ
て
、
天
智
皇
統
の
断
末
魔
の
醜
相
を
描
き
、
皇
位
を
伺
う
道
鏡
を
排
除
し
て

王
家
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
事
態
の
収
拾
を
な
し
た
光
仁
天
皇
の
新
た
な
る
系
譜

の
出
現
を
以
て
、
『
古
事
談
』
は
冒
頭
を
飾
り
、
平
安
京
の
天
皇
の
歴
史
を
語

り
始
め
る
と
見
て
よ
い
。
光
仁
天
皇
の
母
は
贈
太
政
大
臣
紀
諸
人
女
。
『
古
事

談
』
編
者
の
母
方
紀
氏
の
先
祖
が
外
戚
と
な
り
、
今
は
紀
氏
一
族
が
石
清
水
八

幡
宮
の
神
主
や
別
当
と
し
て
仕
え
る
八
幡
神
の
託
宣
に
よ
っ
て
道
鏡
の
皇
位
継

承
が
阻
ま
れ
、
そ
の
結
果
光
仁
天
皇
の
即
位
が
実
現
す
る
と
い
う
経
緯
も
あ
っ

て
、
ゆ
か
り
深
い
天
皇
で
あ
っ
た
。
そ
の
光
仁
天
皇
の
宝
亀
年
間
に
浦
島
子
が

出
現
す
る
と
言
う
の
は
、
光
仁
天
皇
の
長
寿
を
象
徴
す
る
ら
し
い
。
一
・
１
に

は
称
徳
天
皇
の
崩
御
時
の
年
齢
が
五
十
三
才
と
明
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
後
の

清
和
天
皇
ま
で
の
死
亡
年
齢
を
列
挙
す
る
と
、

　
　
光
仁
１
１
七
十
三
才
、
桓
武
１
１
七
十
才
、
平
城
１
１
五
十
一
才
、
嵯
峨
１
－
五
十

　
　
七
才
、
淳
和
Ｈ
五
十
五
才
仁
明
１
１
四
十
一
才
、
文
徳
↓
二
十
二
才
、
清
和

　
　
↓
二
十
一
才

と
な
っ
て
、
光
仁
天
皇
が
一
番
長
寿
を
保
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
天
長
二
年

に
は
嵯
峨
太
上
天
皇
の
四
十
の
賀
が
行
わ
れ
た
。
浦
島
子
の
帰
郷
・
天
長
二
年

説
の
誕
生
は
こ
の
事
と
関
連
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
三
百
年
と
い
う
数

字
を
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
古
事
談
』
編
者
は
こ
れ
を
否
定
し
、
戯
れ

　
　
　
　
　
古
事
談

で
は
あ
る
が
、
光
仁
天
皇
の
最
長
寿
を
以
て
宝
亀
年
問
に
帰
還
し
た
こ
と
の
証

明
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
天
長
二
年
の
嵯
峨
院
の
先
例
に
倣
っ
て
で
あ
ろ
う
、
嘉
祥
二
年
一
八
四

九
）
に
仁
明
天
皇
が
四
十
才
に
な
っ
た
の
を
賀
し
て
、
興
福
寺
の
大
法
師
た
ち

が
「
浦
嶋
子
暫
昇
雲
漢
。
而
得
長
生
」
等
の
像
を
造
っ
て
長
歌
を
添
え
、
天
皇

　
　
　
　
　
◎

に
奉
っ
て
い
る
。
付
け
合
い
式
で
解
く
と
、
一
・
２
Ａ
伝
で
一
・
１
の
光
仁
天

皇
の
長
寿
を
ほ
の
め
か
し
た
後
、
一
・
２
Ａ
伝
に
対
し
て
一
・
２
Ｂ
伝
が
付
け

ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
一
・
２
Ｂ
伝
の
内
容
が
、
ま
さ
に
興
福
寺
の
大
法
師

た
ち
が
奉
っ
た
長
歌
の
「
故
事
ホ
云
。
語
來
留
澄
江
能
。
淵
ホ
釣
世
志
。
皇
之

民
。
浦
嶋
子
加
。
天
女
。
釣
良
礼
來
弓
一
。
紫
雲
乏
引
弓
。
片
時
ホ
。
将
弓
飛
往

天
是
曾
此
乃
。
常
世
之
國
度
。
語
良
比
弓
。
七
日
経
志
加
良
。
無
限
久
。
命
有

志
波
。
此
嶋
ホ
許
曾
有
介
良
志
」
に
相
応
す
る
点
に
注
意
し
た
い
。
大
法
師
た

ち
の
奉
っ
た
長
歌
に
は
神
仙
好
み
が
顕
著
だ
が
、
『
続
日
本
後
紀
』
第
二
十
巻

の
最
後
に
は
淳
和
天
皇
や
仁
明
天
皇
が
神
仙
思
想
に
結
び
つ
く
「
金
液
井
白
石

英
」
な
ど
の
丹
薬
を
服
し
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
『
続
浦
島
子
伝
記
』
で
故

郷
を
澄
江
浦
と
す
る
浦
島
子
が
地
仙
と
し
て
「
玉
液
」
を
飲
ん
だ
こ
と
と
重
な

っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
大
法
師
た
ち
は
時
の
右
大
臣
藤
原
良
房
邸
に
寓
居
し
て
お

り
、
良
房
が
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推

察
で
き
る
。
興
福
寺
の
大
法
師
た
ち
は
仁
明
天
皇
の
長
生
を
予
祝
し
て
こ
と
ほ

い
だ
の
だ
っ
た
が
、
皮
肉
に
も
仁
明
天
皇
は
翌
年
の
三
月
二
十
一
日
に
崩
じ
、
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事
談

そ
の
四
日
後
に
良
房
の
外
孫
た
る
惟
仁
親
王
が
生
ま
れ
て
い
る
。
文
徳
天
皇
第

四
皇
子
の
惟
仁
親
王
は
、
第
一
皇
子
で
紀
名
虎
女
所
生
の
惟
喬
親
王
を
抑
え
て
、

同
年
十
一
月
に
立
太
子
。
そ
れ
を
予
言
す
る
童
謡
が
一
・
３
に
登
場
す
る
こ
と

か
ら
、
『
古
事
談
』
編
者
は
一
・
２
Ｂ
伝
の
内
容
か
ら
想
起
さ
れ
る
興
福
寺
の

大
法
師
た
ち
の
奉
っ
た
長
歌
を
意
識
し
て
一
・
３
を
付
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

長
寿
に
な
る
は
ず
の
仁
明
天
皇
は
早
々
と
死
去
し
、
良
房
が
皇
太
子
の
外
祖
父

と
し
て
威
を
振
る
う
世
の
到
来
と
は
何
と
奇
妙
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
の
含
み

が
あ
ろ
う
。

　
本
物
の
浦
島
子
が
現
れ
た
光
仁
天
皇
の
時
と
異
な
り
、
藤
原
氏
と
興
福
寺
の

造
っ
た
浦
島
子
の
像
が
出
現
し
て
か
ら
翌
年
に
仁
明
天
皇
は
崩
じ
、
文
徳
天
皇

や
清
和
天
皇
は
中
で
も
特
に
短
命
で
、
こ
の
浦
島
子
像
は
何
の
役
に
も
立
た
な

い
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
凶
事
を
呼
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
『
和
歌
童
蒙
抄
』
第

六
巻
「
玉
厘
」
に
引
き
、
『
続
浦
島
子
伝
記
』
と
も
共
通
す
る
歌
と
言
え
ば
、

「
水
の
江
の
浦
島
の
子
が
玉
く
し
げ
　
あ
け
て
の
後
ぞ
く
や
し
か
り
け
る
」
で
、

こ
れ
に
仁
明
た
ち
の
薄
命
に
引
っ
掛
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
古
事
談
』
は

『
和
歌
童
蒙
抄
』
が
引
く
二
種
の
浦
島
子
伝
承
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
に
『
扶
桑

略
記
』
風
に
構
成
し
つ
つ
、
そ
の
歌
を
も
下
地
と
し
て
生
か
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
で
は
、
こ
の
浦
島
子
伝
承
と
王
道
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
と
い
え

ば
、
浦
島
子
の
前
に
現
れ
た
「
霊
亀
」
が
、
古
代
で
は
王
の
徳
を
象
徴
す
る
瑞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

祥
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
運
す
る
だ
ろ
う
。
「
宝
亀
」
と
い
う
元
号
は
、
光
仁
天

皇
の
立
太
子
後
に
白
亀
が
献
上
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
が
、
こ
の
名
か
ら
想

起
さ
れ
る
の
は
古
注
『
蒙
牛
』
の
「
毛
宝
白
亀
」
の
故
事
で
、
漁
師
に
釣
ら
れ

た
白
亀
を
哀
れ
ん
で
買
い
取
っ
て
放
し
て
や
っ
た
毛
宝
が
、
揚
子
江
で
溺
死
す

る
と
こ
ろ
を
そ
の
白
亀
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
放
生
報
恩
謂
で
あ

る
。
一
・
１
の
道
鏡
の
「
好
謀
発
覚
」
に
、
皇
太
子
と
な
っ
た
光
仁
天
皇
は

「
先
聖
厚
恩
、
不
得
依
法
入
刑
」
と
し
て
下
野
国
薬
師
寺
に
道
鏡
を
配
流
す
る

に
と
ど
め
た
、
と
い
う
記
事
は
光
仁
天
皇
の
慈
悲
を
感
じ
さ
せ
る
。
配
流
を
放

生
に
な
ぞ
ら
え
れ
ば
、
養
老
年
問
か
ら
す
で
に
宇
佐
八
幡
宮
で
は
放
生
会
が
行

わ
れ
て
お
り
、
光
仁
天
皇
の
治
世
は
い
か
に
も
八
幡
神
の
意
に
叶
っ
て
い
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

に
見
え
て
く
る
。
放
生
会
は
八
月
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
道
鏡
の
配
流
も

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

白
亀
の
献
上
も
ま
た
八
月
で
あ
っ
た
。
毛
宝
の
よ
う
に
慈
悲
深
い
光
仁
天
皇
の

世
に
な
っ
た
か
ら
白
亀
が
現
れ
、
元
号
も
宝
十
亀
１
１
宝
亀
で
、
天
皇
も
長
寿
を

保
っ
た
と
一
言
語
遊
戯
的
に
一
・
２
へ
展
開
さ
せ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
光
仁
天
皇
と
対
照
的
な
の
が
藤
原
百
川
で
あ
る
。
一
・
２
の
淳
和
天
皇
は

一
・
１
に
登
場
す
る
藤
原
百
川
の
外
孫
で
あ
る
。
『
古
事
談
』
一
・
１
で
称
徳

天
皇
の
病
を
治
そ
う
と
し
た
尼
を
斬
り
、
称
徳
天
皇
を
死
に
導
い
た
と
さ
れ
る

彼
は
、
井
上
皇
后
と
皇
太
子
他
戸
親
王
を
幽
閉
さ
せ
て
死
に
追
い
や
り
、
井
上

皇
后
の
怨
霊
に
取
り
殺
さ
れ
た
こ
と
で
有
名
だ
が
、
彼
の
死
は
「
浦
島
子
出

現
」
の
翌
年
宝
亀
十
年
で
あ
っ
た
。
仁
明
天
皇
の
例
が
想
起
さ
れ
る
。
『
水
鏡
』



は
私
心
な
く
天
皇
に
忠
誠
を
尽
く
し
、
光
仁
天
皇
は
「
わ
が
位
を
保
て
る
こ
と

は
ひ
と
へ
に
百
川
が
力
な
り
」
と
嘆
い
た
と
伝
え
、
そ
の
無
慈
悲
さ
も
ま
た
忠

の
た
め
と
い
う
功
績
を
強
調
す
る
。
『
古
事
談
』
編
者
が
光
仁
天
皇
か
ら
一
挙

に
淳
和
天
皇
へ
の
代
へ
と
話
題
を
運
ぶ
こ
と
か
ら
見
て
、
言
外
に
百
川
を
匂
わ

せ
て
い
る
だ
ろ
う
。
百
川
が
無
慈
悲
さ
ゆ
え
に
四
十
八
才
の
短
命
で
終
わ
り
、

慈
悲
ゆ
え
に
長
命
と
な
っ
た
光
仁
天
皇
と
の
落
差
は
大
き
い
。
『
古
事
談
』
は

皇
位
継
承
を
越
権
的
に
操
作
し
た
百
川
を
評
価
し
な
い
。
い
や
、
『
古
事
談
』

の
歴
史
語
り
に
は
最
初
か
ら
藤
原
氏
対
天
皇
の
構
図
が
あ
り
、
薬
子
の
乱
な
ど

の
皇
室
内
紛
の
時
代
は
避
け
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
浦
島
子

伝
承
の
配
置
は
な
か
な
か
の
巧
技
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
巻
立
て
か
ら
し
て
『
古
事
談
』
に
倣

い
、
『
古
事
談
』
を
き
わ
め
て
意
識
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
『
続
古
事
談
』

の
編
者
も
読
み
取
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
続
古
事
談
』
第
一
王
道
后
宮
の

巻
の
一
・
１
は
〈
極
寒
ノ
夜
〉
に
民
を
思
い
遣
っ
て
衣
を
脱
い
だ
、
慈
悲
深
い

一
条
・
醍
醐
両
天
皇
の
話
。
先
述
の
「
夏
夜
」
の
歌
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
藤

原
伊
周
・
菅
原
道
真
を
皇
位
継
承
に
関
連
し
て
配
流
に
処
し
た
、
一
条
・
醍
醐

両
天
皇
の
死
亡
年
齢
は
三
十
二
才
と
四
十
六
才
。
陰
徳
の
慈
悲
あ
っ
て
短
命
の

例
で
あ
る
。
次
の
一
・
２
は
、
冷
泉
天
皇
が
浦
島
子
の
よ
う
に
神
璽
の
筥
を
開

け
て
煙
が
中
か
ら
出
て
き
た
話
。
村
上
第
一
皇
子
の
冷
泉
天
皇
は
筥
か
ら
煙
が

出
て
も
翌
年
に
死
ぬ
事
は
な
く
、
六
十
二
才
の
長
命
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
神
璽

　
　
　
　
　
古
事
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

の
筥
を
開
く
よ
う
な
狂
気
故
に
早
々
に
安
和
二
年
（
九
六
九
）
の
八
月
に
退
位

さ
せ
ら
れ
、
在
位
期
問
は
平
安
京
の
王
の
中
で
も
っ
と
も
短
命
な
一
人
で
あ
り
、

ま
さ
に
「
あ
け
て
の
後
ぞ
く
や
し
か
り
け
る
」
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
『
続
古
事

談
』
は
す
べ
て
逆
の
取
り
合
わ
せ
で
『
古
事
談
』
一
・
１
と
一
・
２
に
合
わ
せ

て
お
り
、
『
古
事
談
』
の
本
文
の
み
を
読
ん
で
は
い
な
か
っ
た
証
と
な
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
浦
島
子
や
長
谷
寺
観
音
の
話
を
通
じ
て
『
古
事
談
』
と
い
う
作

品
を
見
て
み
る
と
、
『
古
事
談
』
編
者
は
藤
原
氏
功
労
の
宣
伝
材
料
と
な
る
伝

承
に
対
し
て
抵
抗
し
、
王
家
に
対
す
る
侵
食
と
し
て
許
さ
な
い
姿
勢
が
顕
著
で

あ
る
。
彼
に
は
母
方
に
ゆ
か
り
あ
る
八
幡
信
仰
と
王
孫
と
い
う
血
筋
の
誇
り
が

強
く
、
藤
原
氏
に
都
合
の
よ
い
〈
歴
史
〉
を
語
る
こ
と
で
藤
原
氏
の
優
位
性
や

存
在
価
値
に
結
び
っ
け
よ
う
と
す
る
伝
承
の
あ
り
方
に
、
諸
諺
的
に
対
抗
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
古
事
談
』
の
全
体
像
を
捉
え
る
ま
で
の
道
は
遠
く
、

単
に
「
説
話
を
集
め
た
」
抄
物
と
見
ら
れ
て
き
た
も
の
を
、
付
け
合
い
と
し
て

読
み
直
す
作
業
も
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
が
、
『
続
古
事
談
』
の
対
応
ぶ
り
か

ら
見
て
も
、
こ
の
方
が
は
る
か
に
当
時
の
読
み
方
に
適
う
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
浦
島
伝
説
を
第
一
王
道
后
宮
の
巻
と
い
う
意
外
な

場
所
に
、
歌
の
世
界
と
は
一
味
違
っ
た
形
で
活
用
し
た
新
趣
向
も
、
抄
録
に
よ

る
付
け
合
い
文
芸
の
一
つ
の
成
果
と
し
て
評
価
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



注¢　　

古
事
談

　
『
院
政
期
説
話
集
の
研
究
』
第
一
部
第
二
章
第
一
節
「
巻
一
王
道
后
宮
の
収
赦
話
」

（
武
蔵
野
書
院
　
一
九
九
六
）
参
照
。

　
『
千
載
和
歌
集
』
巻
十
　
賀
歌
　
　
　
皇
太
后
宮
大
夫
藤
原
俊
成
（
東
洋
文
庫
本

に
よ
る
）
　
摂
政
右
大
臣
に
侍
け
る
時
、
百
首
の
歌
よ
ま
せ
侍
け
る
に
、
祝
の
歌
五

首
が
中
に
読
侍
け
る

　
百
千
た
ひ
う
ら
島
か
こ
は
か
へ
る
と
も
　
は
こ
や
の
山
は
と
き
は
な
る
へ
し

　
『
浦
島
子
伝
』
解
説
（
四
）
（
現
代
思
潮
杜
古
典
文
庫
、
一
九
八
一
）
。
重
松
氏
が

挙
げ
る
『
続
浦
島
子
伝
記
』
と
『
古
事
談
』
の
相
違
点
は
、
「
願
合
眼
」
と
「
願
令

眼
」
、
「
凌
雲
」
と
「
陵
雲
」
、
「
因
健
」
と
「
自
健
」
、
「
菖
蒲
」
と
「
昌
蒲
」
、
「
忽
以

到
故
郷
澄
江
浦
」
と
「
忽
到
故
郷
澄
江
浦
」
、
及
び
「
蘭
燈
照
銀
床
、
而
錦
莚
加
彩
」

が
『
古
事
談
』
に
な
い
点
だ
が
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
古
事
談
』
の
頭
注
に
よ
れ

ば
、
異
本
に
よ
っ
て
は
語
句
が
同
一
の
も
の
も
あ
り
、
書
写
時
の
誤
記
・
脱
落
・
異

体
字
等
の
可
能
性
の
範
晴
に
十
分
入
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　
渡
辺
秀
夫
氏
は
「
『
浦
島
子
伝
』
の
検
討
－
成
立
と
表
現
を
め
ぐ
っ
て
－
」
（
『
東

横
国
文
学
』
十
二
号
、
一
九
八
○
・
三
）
で
、
『
扶
桑
略
記
』
と
『
古
事
談
』
の
記

事
が
同
一
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
が
『
続
浦
島
子
伝
記
－
か
ら
の
語
句
の
抽
出
に
よ
っ

て
整
え
た
略
抄
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　
『
和
歌
童
蒙
抄
』
と
『
水
鏡
』
の
年
数
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
『
浦
島
太
郎
の
文
学

史
』
（
五
柳
書
院
　
平
成
元
年
）
第
四
章
に
お
い
て
、
三
浦
佑
之
氏
が
言
及
し
て
い

る
。　
『
和
歌
童
蒙
抄
』
は
『
日
本
書
紀
－
以
外
の
『
続
日
本
紀
』
『
続
日
本
後
記
』
な
ど

の
引
用
に
際
し
て
も
「
委
見
日
本
紀
」
と
記
す
が
、
こ
こ
だ
け
「
國
史
」
と
し
て

「
日
本
紀
」
と
書
か
な
い
。
例
外
と
し
て
、
第
六
の
「
蛛
」
の
項
で
「
國
史
云
」
と

引
い
て
か
ら
最
後
に
「
緬
日
本
紀
第
二
十
巻
に
あ
り
」
と
付
加
す
る
も
の
が
あ
る
。

『
日
本
書
紀
」
以
外
は
「
委
見
日
本
紀
」
だ
け
で
巻
数
が
明
記
さ
れ
な
い
他
の
例
か

¢＠　＠◎＠＠

二

ら
す
る
と
異
例
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
確
か
に
「
日
本
紀
」
に
相
当
す
る
文
が
あ
り
、

『
扶
桑
略
記
』
や
『
日
本
紀
略
』
に
は
な
い
も
の
も
あ
っ
て
、
「
委
見
日
本
紀
」
の
記

述
に
矛
盾
は
な
い
の
だ
が
、
「
蛛
」
の
例
は
後
か
ら
確
認
を
取
っ
た
付
加
の
よ
う
に

も
見
え
、
典
拠
に
別
の
史
書
や
抄
物
も
考
え
ら
れ
る
。

　
岩
波
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
「
水
鏡
」
の
項
（
益
田
宗
氏
担
当
）
参
照
。

　
田
渕
句
美
子
氏
「
源
顕
兼
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
歌
人
的
側
面
か
ら
ー
」
（
『
中
世

文
学
』
三
十
四
号
　
一
九
八
九
・
五
）

　
源
為
憲
の
『
三
宝
絵
』
下
巻
五
月
「
長
谷
菩
蔭
戒
」
に
は
「
徳
道
々
明
ら
が
天
平

五
年
に
し
る
せ
る
観
音
の
縁
起
井
に
雑
記
等
に
み
へ
た
り
」
と
あ
る
の
が
、
『
扶
桑

略
記
』
で
は
道
明
の
名
が
落
ち
て
「
出
天
平
五
年
徳
道
縁
起
等
文
」
と
な
っ
て
お
り
、

『
古
事
談
』
も
同
じ
く
「
徳
道
縁
起
文
」
と
す
る
点
か
ら
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

日
付
け
に
関
し
て
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
の
頭
注
に
よ
る
と
「
扶
桑
略
記
抄
－

『
濫
膓
抄
』
は
三
月
廿
日
に
な
っ
て
い
る
な
ど
（
『
東
大
寺
要
録
』
も
同
じ
）
、
誤
写

な
ど
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
年
代
の
ズ
レ
は
き
わ
め
て
意
識
的
な
作
為
の
可
能
性
が

強
い
。
と
い
う
の
も
、
三
・
４
の
行
基
の
山
崎
橋
の
一
件
も
「
扶
桑
略
記
』
で
は
神

亀
三
年
で
あ
る
の
が
、
『
古
事
談
』
で
は
神
亀
元
年
に
な
っ
て
い
て
、
と
も
に
二
年

ず
つ
ず
ら
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
聖
武
天
皇
が
即
位
し
た
年
に
行
基
の

〈
神
通
力
〉
が
偽
物
で
あ
る
こ
と
が
暴
露
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
描
き
、
聖
武
天
皇
の

聖
性
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
『
今
昔
物
語
集
」
巻
十
一
第
三
十
五
話
「
徳
道
聖
人
始
建
長
谷
寺
語
」

　
『
建
久
御
巡
礼
記
』
（
『
校
刊
美
術
史
料
寺
院
篇
上
巻
』
収
載
　
中
央
公
論
美
術
出

版
　
昭
和
四
十
七
）
で
は
「
此
山
寺
二
、
二
丈
六
尺
ノ
十
一
面
観
音
像
ヲ
、
石
ノ
上
二

奉
立
、
御
曾
木
楠
木
也
、
其
上
堂
造
覆
ヘ
リ
、
今
観
音
堂
是
也
」
と
説
明
す
る
。

　
『
扶
桑
略
記
』
神
亀
三
年
の
条
、
参
照
。
た
だ
し
、
『
扶
桑
略
記
』
に
は
「
人
流
死
。

粗
有
其
数
云
々
」
と
あ
る
の
が
、
『
古
事
談
』
で
は
「
人
多
死
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
扶
桑
略
記
』
天
平
廿
一
年
正
月
四
日
「
或
記
云
、
東
大
寺
大
佛
料
為
買
黄
金
企



　
遣
唐
使
。
然
宇
佐
神
宮
託
宣
云
。
可
出
此
土
者
。
世
傳
云
。
天
皇
差
使
於
金
峯
山
。

　
令
祈
黄
金
之
時
出
実
。
託
宣
云
一
云
夢
我
山
之
金
。
慈
尊
出
世
時
取
可
用
。
但
近
江

　
國
志
賀
郡
瀬
田
江
邊
。
有
一
老
翁
石
座
。
其
上
作
観
音
像
。
敬
致
祈
請
。
黄
金
自
出

　
焉
。
価
訪
求
其
慮
。
安
置
如
意
輪
観
音
像
今
石
山
寺
是
也
沙
門
良
弁
法
師
祈
誓
件
事
。

　
其
後
不
歴
幾
日
。
従
陸
奥
国
献
金
。
件
金
先
分
百
廿
両
。
奉
宇
佐
神
宮
」
。
『
東
大
寺

　
要
録
』
第
二
巻
縁
起
章
第
二
（
良
弁
）
と
第
四
巻
諸
院
章
第
四
（
八
幡
）
に
も
同
種

　
の
伝
承
が
記
さ
れ
る
。
『
続
日
本
紀
』
で
は
二
月
二
十
二
日
と
な
っ
て
い
る
。

＠
　
『
大
仏
再
建
　
中
世
民
衆
の
熱
狂
』
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
　
一
一
九
五
）
第
四
章

　
３
「
頼
朝
上
洛
と
法
皇
の
死
」
参
照
。

＠
＠
に
同
じ
。

＠
　
『
東
大
寺
要
録
』
一
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
六
）
第
二
巻
縁
起
章
第
二
参
照
。

＠
　
『
続
日
本
後
記
』
三
月
二
十
六
日
条
参
照
。

＠
光
仁
天
皇
と
百
川
の
描
き
方
の
差
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
古
事
談
－
連
繋
を
読
む

　
－
」
（
『
同
志
社
国
文
学
』
四
±
二
号
　
一
九
九
六
・
一
）
、
「
古
事
談
－
抄
録
の
戯
れ

　
文
芸
１
」
（
『
日
本
文
学
』
一
一
九
六
年
九
月
号
）
参
照
。

※
テ
キ
ス
ト
に
は
新
訂
増
補
国
史
体
系
『
古
事
談
』
、
日
本
歌
学
大
系
別
巻
１
『
和
歌

　
童
蒙
抄
』
、
和
泉
書
院
研
究
叢
書
『
続
古
事
談
注
解
』
、
新
訂
増
補
国
史
体
系
『
扶
桑

　
略
記
』
『
続
日
本
後
紀
』
、
新
典
社
校
注
叢
書
『
校
注
水
鏡
』
、
群
書
類
従
本
『
続
浦

　
島
子
伝
記
』
を
用
い
た
。

古
事
談

二
二
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